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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療支援システムであって、
　患者を一意に識別するための患者識別情報と、少なくとも患者の氏名を特定する氏名情
報とが相互に関連付けられている患者情報を格納している患者情報格納手段と、
　少なくとも、前記患者識別情報と、病気の進行の度合いに応じて定まるステージを特定
する情報と、治療の推移を一意に識別するためのエピソード識別情報とが相互に関連付け
られている病気状態情報を格納している病気状態情報格納手段と、
　病気治療情報格納手段と、
　表示手段と、
　患者を選択させるための選択画面であって、前記患者情報格納手段に格納されている前
記患者情報を表示する前記選択画面を前記表示手段に表示し、
　病気の治療内容を特定する病気治療情報と、前記選択画面に表示されている前記患者情
報の内のユーザに選択された患者に対応する前記患者情報とが、前記医療支援システムに
入力された場合に、
　前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、ユーザに選択された患者
を識別する前記患者識別情報を特定し、
　前記病気状態情報格納手段に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定された
前記患者識別情報に関連付けられている前記エピソード識別情報を特定し、
　特定された前記エピソード識別情報と、前記医療支援システムに入力された前記病気治
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療情報とを相互に関連付けて前記病気治療情報格納手段に格納する管理手段と、
　を備える医療支援システム。
【請求項２】
　前記医療支援システムは、
　副作用情報格納手段、を更に備え、
　前記管理手段は、
　　薬剤を投与したことによる副作用を特定する副作用情報と、前記選択画面に表示され
ている前記患者情報の内のユーザに選択された患者に対応する前記患者情報とが、前記医
療支援システムに入力された場合に、
　　　前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、ユーザに選択された
患者を識別する前記患者識別情報を特定し、
　　　前記病気状態情報格納手段に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定さ
れた前記患者識別情報に関連付けられている前記エピソード識別情報を特定し、
　　　特定された前記エピソード識別情報と、前記医療支援システムに入力された前記副
作用情報とを相互に関連付けて前記副作用情報格納手段に格納する、
　請求項１に記載の医療支援システム。
【請求項３】
　前記医療支援システムは、
　少なくとも前記病気治療情報及び前記患者情報を前記医療支援システムに入力するため
の操作手段、を更に備え、
　前記管理手段は、
　　前記病気治療情報と、前記選択画面に表示されている前記患者情報の内のユーザに選
択された患者に対応する前記患者情報とが、ユーザによって前記操作手段を介して前記医
療支援システムに入力された場合に、
　　　前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、ユーザに選択された
患者を識別する前記患者識別情報を特定し、
　　　前記病気状態情報格納手段に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定さ
れた前記患者識別情報に関連付けられている前記エピソード識別情報を特定し、
　　　特定された前記エピソード識別情報と、前記医療支援システムに前記操作手段を介
して入力された前記病気治療情報とを相互に関連付けて前記病気治療情報格納手段に格納
する、
　請求項１又は２に記載の医療支援システム。
【請求項４】
　コンピュータを、
　患者を一意に識別するための患者識別情報と、少なくとも患者の氏名を特定する氏名情
報とが相互に関連付けられている患者情報を格納している患者情報格納手段と、少なくと
も、前記患者識別情報と、病気の進行の度合いに応じて定まるステージを特定する情報と
、治療の推移を一意に識別するためのエピソード識別情報とが相互に関連付けられている
病気状態情報を格納している病気状態情報格納手段と、病気治療情報格納手段と、表示手
段と、管理手段とを備える、医療支援システムとして機能させる、
　医療支援プログラムであって、
　前記管理手段は、
　　患者を選択させるための選択画面であって、前記患者情報格納手段に格納されている
前記患者情報を表示する前記選択画面を前記表示手段に表示し、
　　病気の治療内容を特定する病気治療情報と、前記選択画面に表示されている前記患者
情報の内のユーザに選択された患者に対応する前記患者情報とが、前記医療支援システム
に入力された場合に、
　　　前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、ユーザに選択された
患者を識別する前記患者識別情報を特定し、
　　　前記病気状態情報格納手段に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定さ
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れた前記患者識別情報に関連付けられている前記エピソード識別情報を特定し、
　　　特定された前記エピソード識別情報と、前記医療支援システムに入力された前記病
気治療情報とを相互に関連付けて前記病気治療情報格納手段に格納する、
　医療支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療支援システム及び医療支援プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療に関する情報を格納して、医療従事者の医療行為を支援する装置として、医
療情報入力装置（特許文献１参照）や、いわゆる院内癌登録装置が知られていた。この医
療情報入力装置は、医療従事者が患者に対して行った様々な検査のデータを含む病気の状
態のデータを格納し、格納したデータを出力するように構成されていた。また、院内癌登
録装置は、医療従事者が患者に対して行った治療のデータを格納し、格納したデータを出
力するように構成されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－２１１８２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の医療情報入力装置及び院内癌登録装置においては、患者に対して
行った具体的な治療と当該治療の具体的な効果とを対応付けて把握することが困難となっ
ていた。
【０００５】
　具体的には、例えば、医療情報入力装置においては、検査のデータを含む病気の状態の
データを格納するように構成されていたものの、治療のデータを格納するようには構成さ
れていなかったので、患者に対して行った治療を把握することが困難となっており、患者
に対して行った具体的な治療と当該治療の具体的な効果とを対応付けて把握することが困
難となっていた。
【０００６】
　また、例えば、院内癌登録装置においては、治療のデータを格納するように構成されて
いたものの、患者の病気の状態のデータを格納するようには構成されていなかったのでの
で、患者に対して行った治療の効果を把握することが困難となっており、患者に対して行
った具体的な治療と当該治療の具体的な効果とを対応付けて把握することが困難となって
いた。
【０００７】
　従って、患者の病気に対する治療方針の決定については、医療従事者各々の属人的な経
験に頼らざるを得ず、治療の質を医療分野全体において向上させる観点において改善の余
地があった。特に、病気の推移の各段階での治療方針の決定については、医療従事者各々
の属人的な経験に多大に頼らざるを得ず、治療の質を医療分野全体において向上させる観
点において特に改善の余地があった。
【０００８】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたもので、治療の質を医療分野全体において向上させ
ることを可能にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に記載の医療支援システムは
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、医療支援システムであって、患者を一意に識別するための患者識別情報と、少なくとも
患者の氏名を特定する氏名情報とが相互に関連付けられている患者情報を格納している患
者情報格納手段と、少なくとも、前記患者識別情報と、病気の進行の度合いに応じて定ま
るステージを特定する情報と、治療の推移を一意に識別するためのエピソード識別情報と
が相互に関連付けられている病気状態情報を格納している病気状態情報格納手段と、病気
治療情報格納手段と、表示手段と、患者を選択させるための選択画面であって、前記患者
情報格納手段に格納されている前記患者情報を表示する前記選択画面を前記表示手段に表
示し、病気の治療内容を特定する病気治療情報と、前記選択画面に表示されている前記患
者情報の内のユーザに選択された患者に対応する前記患者情報とが、前記医療支援システ
ムに入力された場合に、前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、ユ
ーザに選択された患者を識別する前記患者識別情報を特定し、前記病気状態情報格納手段
に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定された前記患者識別情報に関連付け
られている前記エピソード識別情報を特定し、特定された前記エピソード識別情報と、前
記医療支援システムに入力された前記病気治療情報とを相互に関連付けて前記病気治療情
報格納手段に格納する管理手段と、を備える。
【００１０】
　また、請求項２に記載の医療支援システムは、請求項１に記載の医療支援システムにお
いて、前記医療支援システムは、副作用情報格納手段、を更に備え、前記管理手段は、薬
剤を投与したことによる副作用を特定する副作用情報と、前記選択画面に表示されている
前記患者情報の内のユーザに選択された患者に対応する前記患者情報とが、前記医療支援
システムに入力された場合に、前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づい
て、ユーザに選択された患者を識別する前記患者識別情報を特定し、前記病気状態情報格
納手段に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定された前記患者識別情報に関
連付けられている前記エピソード識別情報を特定し、特定された前記エピソード識別情報
と、前記医療支援システムに入力された前記副作用情報とを相互に関連付けて前記副作用
情報格納手段に格納する。
【００１１】
　また、請求項３に記載の医療支援システムは、請求項１又は２に記載の医療支援システ
ムにおいて、前記医療支援システムは、少なくとも前記病気治療情報及び前記患者情報を
前記医療支援システムに入力するための操作手段、を更に備え、前記管理手段は、前記病
気治療情報と、前記選択画面に表示されている前記患者情報の内のユーザに選択された患
者に対応する前記患者情報とが、ユーザによって前記操作手段を介して前記医療支援シス
テムに入力された場合に、前記医療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、
ユーザに選択された患者を識別する前記患者識別情報を特定し、前記病気状態情報格納手
段に格納されている前記病気状態情報に基づいて、特定された前記患者識別情報に関連付
けられている前記エピソード識別情報を特定し、特定された前記エピソード識別情報と、
前記医療支援システムに前記操作手段を介して入力された前記病気治療情報とを相互に関
連付けて前記病気治療情報格納手段に格納する。
【００１２】
　また、請求項４に記載の医療支援プログラムは、コンピュータを、患者を一意に識別す
るための患者識別情報と、少なくとも患者の氏名を特定する氏名情報とが相互に関連付け
られている患者情報を格納している患者情報格納手段と、少なくとも、前記患者識別情報
と、病気の進行の度合いに応じて定まるステージを特定する情報と、治療の推移を一意に
識別するためのエピソード識別情報とが相互に関連付けられている病気状態情報を格納し
ている病気状態情報格納手段と、病気治療情報格納手段と、表示手段と、管理手段とを備
える、医療支援システムとして機能させる、医療支援プログラムであって、前記管理手段
は、患者を選択させるための選択画面であって、前記患者情報格納手段に格納されている
前記患者情報を表示する前記選択画面を前記表示手段に表示し、病気の治療内容を特定す
る病気治療情報と、前記選択画面に表示されている前記患者情報の内のユーザに選択され
た患者に対応する前記患者情報とが、前記医療支援システムに入力された場合に、前記医
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療支援システムに入力された前記患者情報に基づいて、ユーザに選択された患者を識別す
る前記患者識別情報を特定し、前記病気状態情報格納手段に格納されている前記病気状態
情報に基づいて、特定された前記患者識別情報に関連付けられている前記エピソード識別
情報を特定し、特定された前記エピソード識別情報と、前記医療支援システムに入力され
た前記病気治療情報とを相互に関連付けて前記病気治療情報格納手段に格納する。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載の医療支援システム、及び請求項４に記載の医療支援プログラムによれ
ば、治療の質を医療分野全体において一層向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施の形態に係る癌化学療法支援システムを示すブロック図である。
【図２】癌化学療法支援ＤＢを示すブロック図である。
【図３】病院施設情報を例示した図である。
【図４】患者情報を例示した図である。
【図５】癌状態情報を例示した図である。
【図６】癌治療情報を例示した図である。
【図７】治療内容情報を例示した図である。
【図８】副作用情報を例示した図である。
【図９】治療効果情報を例示した図である。
【図１０】血液検査情報を例示した図である。
【図１１】バイタル検査情報を例示した図である。
【図１２】病理検査情報を例示した図である。
【図１３】画像検査情報を例示した図である。
【図１４】問診情報を例示した図である。
【図１５】情報格納処理のフローチャートである。
【図１６】情報送信処理のフローチャートである。
【図１７】情報分析処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明に係る医療支援システムの実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する
。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１６】
〔実施の形態の基本的概念〕
　まずは、実施の形態の基本的概念について説明する。実施の形態は、概略的に、医療支
援システムに関するものである。
【００１７】
　ここで、「医療支援システム」とは、医療に関して支援するシステムであり、具体的に
は、医療情報を出力するシステムであり、例えば、医療行為に従事する者である医療従事
者（例えば、医師、看護師、薬剤師、又は事務員等）を支援するためのシステムであって
、受付手段、格納手段、及び出力手段を備えるシステムである。また、この「医療支援シ
ステム」は、例えば、医療に関して支援するための専用システムとして構成されたシステ
ム、又は、汎用のシステム（例えば、パーソナルコンピュータ等）に医療を支援するため
の機能を実装することにより構成されたシステム等を含む概念である。また、この「医療
支援システム」とは、１つのみの装置によって実現されるもの、あるいは、分散配置され
ている複数の装置によって実現されるもの等を含む概念である。
【００１８】
　また、「医療情報」とは、医療に関連する情報であり、具体的には、医療支援システム
によって出力される情報であり、例えば、少なくとも病気関連情報及び薬剤関連情報を含
む情報である。「病気関連情報」とは、病気に関する情報であり、例えば、後述する病院
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施設情報、患者情報、癌状態情報、問診情報、検査情報、副作用情報、又は治療効果情報
等を含む概念である。「病気」とは、人間の全身又は一部に生理状態の異常を来すことで
あり、例えば、癌、糖尿病、又は腎臓病等の任意の病気を含む概念である。「薬剤関連情
報」とは、病気の治療のために用いられた薬剤に関する情報であり、例えば、後述する癌
治療情、又は治療内容情報等を含む情報である。
【００１９】
　また、「受付手段」とは、病気関連情報と薬剤関連情報とを少なくとも含む医療情報の
入力を受け付ける手段であり、具体的には、病気の治療の推移に沿った情報として医療情
報を受け付けるものであり、例えば、支援手段を用いて医療従事者（以下、「医療従事者
」を「ユーザ」とも称する）が入力した医療情報を受け付けるものである。「病気の治療
の推移に沿った情報として医療情報を受け付ける」とは、病気の治療に関連する様々なイ
ベント（例えば、患者の診断、薬の処方、患者の検査、患者の観察等を含む任意のイベン
ト）が発現するタイミングにおける医療情報を受け付けることである。「支援手段」とは
、ユーザが医療情報を入力するのを支援するための手段であり、具体的には、医療情報を
入力するための基準を示すものであり、例えば、入力するべき情報を格納するものであり
、一例としては、後述する癌分類マスタ、癌マスタ、癌組織マスタ、癌側性マスタ、癌分
化度マスタ、レジメンマスタ、薬剤マスタ、用法マスタ、副作用マスタ、又は治療効果マ
スタ等を含む概念である。
【００２０】
　また、「格納手段」とは、受付手段が受け付けた医療情報を格納する手段であり、「出
力手段」とは、格納手段が格納した医療情報を出力する手段である。「医療情報を出力」
とは、医療情報を画像情報として表示出力すること、医療情報を音声情報として音声出力
すること、医療情報を紙面情報として印字出力すること、又は、医療情報を送信情報とし
て送信出力すること等を含む概念である。
【００２１】
　そして、以下に示す実施の形態では、「病気」が癌であり、「医療支援システム」が、
医療に関して支援するための専用システムとして構成されたシステムである場合について
説明する。
【００２２】
（構成）
　まず、本実施の形態に係る癌化学療法支援システムの構成について説明する。図１は、
本実施の形態に係る癌化学療法支援システムを示すブロック図である。なお、実際には、
癌化学療法支援システム１００においては、サーバ装置６０１に対して、相互に同様な構
成の複数の医療機関システムが接続されているが、ここでは、複数の医療機関システムの
うちの１個の医療機関システム１０１を代表して図示して、この図示した医療機関システ
ム１０１について説明する。
【００２３】
　図１に示す癌化学療法支援システム１００は、例えば、医療機関システム１０１、及び
サーバ装置６０１を備える。
【００２４】
（構成－医療機関システム）
　医療機関システム１０１は、病院内に設けられているシステムであり、例えば、癌化学
療法支援装置１、電子カルテ装置２、院内癌登録装置３、及び問診情報登録装置４を備え
る。
【００２５】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置）
　癌化学療法支援装置１は、前述の医療支援システムであり、例えば、通信部１１、操作
部１２、表示部１３、記録部１４、及び制御部１６を備える。
【００２６】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－通信部）
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　通信部１１は、各装置との間で通信を行う通信手段であり、特に、少なくとも病院外の
装置であるサーバ装置６０１との間で通信を行ったり、あるいは、病院内の装置である電
子カルテ装置２、院内癌登録装置３、又は問診情報登録装置４との間で通信を行ったりす
るものである。この通信部１１の具体的な種類や構成は任意であるが、例えば、公知の通
信回路等を備えて構成することができる（後述の通信部６１も同様とする）。
【００２７】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－操作部）
　操作部１２は、ユーザからの各種操作入力が入力される操作手段である。この操作部１
２の具体的な種類や構成は任意であるが、例えば、キーボード又はマウス等の公知の入力
装置を用いることができる。
【００２８】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－表示部）
　表示部１３は、情報を表示する表示手段である。この表示部１３の具体的な種類や構成
は任意であるが、例えば、透明又は半透明状に形成されたディスプレイであり、一例とし
ては、公知の液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイの如きフラットパネルディスプレ
イ等を用いることができる。
【００２９】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部）
　記録部１４は、癌化学療法支援装置１の動作に必要なプログラム（医療支援プログラム
）及び各種のデータを記録する記録手段であり、例えば、公知の記録装置を用いて構成さ
れる。この公知の記録装置としては、例えば、外部記録装置としてのハードディスク、磁
気ディスクの如き磁気的記録媒体、ＤＶＤやブルーレイディスクの如き光学的記録媒体、
又はＦｌａｓｈ、ＲＯＭ、ＵＳＢメモリ、又は、ＳＤカードの如き電気的記録媒体、ある
いは、その他の任意の記録媒体を用いることができる。この記録部１４は、癌化学療法支
援データベース（以下、「データベース」を「ＤＢ」と称する）１５を備える。
【００３０】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ）
　癌化学療法支援ＤＢ１５は、医療情報を格納する格納手段であり、例えば、記録部１４
と同様にして構成されるものである。図２は、癌化学療法支援ＤＢを示すブロック図であ
る。この図２に示す癌化学療法支援ＤＢ１５は、例えば、病院施設情報管理ＤＢ５１１、
患者情報管理ＤＢ５１２、癌情報管理ＤＢ５１３、治療内容情報管理ＤＢ５１４、副作用
情報管理ＤＢ５１５、治療効果情報管理ＤＢ５１６、検査情報管理ＤＢ５１７、問診情報
管理ＤＢ５１８、癌分類マスタ５２１、癌マスタ５２２、癌組織マスタ５２３、癌側性マ
スタ５２４、癌分化度マスタ５２５、レジメンマスタ５２６、薬剤マスタ５２７、用法マ
スタ５２８、副作用マスタ５２９、及び治療効果マスタ５３０を備える。
【００３１】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－病院施
設情報管理ＤＢ）
　図２の病院施設情報管理ＤＢ５１１は、病院施設情報を格納する病院施設情報管理手段
である。「病院施設情報」とは、病気関連情報であり、例えば、病院施設を特定する情報
である。図３は、病院施設情報を例示した図である。この図３に示すように、病院施設情
報は、例えば、項目「病院施設ＩＤ」、及び項目「病院施設名情報」と、各項目に対応す
る情報とを、相互に関連付けて構成されている。
【００３２】
　ここで、項目「病院施設ＩＤ」に対応する情報は、病院施設を一意に識別するための病
院施設識別情報（以下、「識別情報」を「ＩＤ」と称する）である（図３では、癌化学療
法支援装置１が設置されている病院施設を識別する「ＩＤｈ１」）。また、項目「病院施
設名情報」は、病院施設の名称を特定する病院施設名情報である（図３では、癌化学療法
支援装置１が設置されている病院施設の名称を特定する「ＨＡ大学病院」）。
【００３３】
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　そして、このような病院施設情報については、制御部１６（具体的には、癌化学療法管
理部１６１（以下に示す医療情報の各情報も同様））が、通信部１１を介して電子カルテ
装置２から病院施設情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１２を介
して入力した病院施設情報を受け付けて格納したりする。
【００３４】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－患者情
報管理ＤＢ）
　図２の患者情報管理ＤＢ５１２は、患者情報を格納する患者情報管理手段である。「患
者情報」とは、病気関連情報であり、例えば、患者を特定する情報である。図４は、患者
情報を例示した図である。この図４に示すように、患者情報は、例えば、項目「患者ＩＤ
」、項目「氏名情報」、項目「性別情報」、項目「生年月日情報」、項目「血液型情報」
、項目「死亡日情報」、及び項目「住所情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関
連付けて構成されている。
【００３５】
　ここで、項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、患者を一意に識別するための患者ＩＤで
ある（図４では、「ＩＤｐ１」等）。また、項目「氏名情報」に対応する情報は、患者の
氏名を特定する氏名情報である（図４では、「ＡＡ　ＡＡ」等）。また、項目「性別情報
」に対応する情報は、患者の性別を特定する性別情報である（図４では、「男性」及び「
女性」）。また、項目「生年月日情報」に対応する情報は、患者の生年月日を特定する生
年月日情報である（図４では、１９６０年０１月０１日を特定する「１９６００１０１」
等）。なお、以下に示す各情報において年月日又は日付を特定する情報については、この
生年月日情報と同様にして示すものとする。また、項目「血液型情報」に対応する情報は
、患者の血液型を特定する血液型情報である（図４では、「Ａ型」等）。また、項目「死
亡日情報」に対応する情報は、患者の死亡日を特定する死亡日情報である（図４では、「
２０１００３０１」、及び死亡しておらず生存していることを特定する「生存」等）。ま
た、項目「住所情報」に対応する情報は、患者の住所を特定する住所情報である（図４で
は、「Ａｄｒ１」等）。
【００３６】
　そして、このような患者情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子カル
テ装置２から患者情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１２を介し
て入力した患者情報を受け付けて格納したりする。
【００３７】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌情報
管理ＤＢ）
　図２の癌情報管理ＤＢ５１３は、癌状態情報及び癌治療情報を格納する癌情報管理手段
である。
【００３８】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌情報
管理ＤＢ－癌状態情報）
　「癌状態情報」とは、病気関連情報であり、例えば、癌を特定する情報である。図５は
、癌状態情報を例示した図である。この図５に示すように、癌状態情報は、例えば、項目
「エピソードＩＤ」、項目「患者ＩＤ」、項目「癌分類情報」、項目「癌部位情報」、項
目「癌組織情報」、項目「癌側性情報」、項目「癌分化度情報」、項目「ＴＮＭ分類情報
」、及び項目「ステージ情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成さ
れている。なお、項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一名称の項目の情報と共
通である。
【００３９】
　ここで、項目「エピソードＩＤ」に対応する情報は、治療の推移を一意に識別するため
のエピソードＩＤである（図５では、「ＩＤｅ１」等）。また、項目「癌分類情報」に対
応する情報は、癌の分類を特定する癌分類情報であり、例えば、癌分類マスタ５２１に格
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納されている情報である（図５では、「胃癌」等）。また、項目「癌部位情報」に対応す
る情報は、癌が局在する（存在する）部位を特定する癌部位情報であり、例えば、癌マス
タ５２２に格納されている情報である（図５では、「胃・噴門」等）。また、項目「癌組
織情報」に対応する情報は、癌の組織型を特定する癌組織情報であり、例えば、癌組織マ
スタ５２３に格納されている情報である（図５では、「管状腺癌」等）。また、項目「癌
側性情報」に対応する情報は、癌の側性を特定する癌側性情報であり、例えば、癌側性マ
スタ５２４に格納されている情報である（図５では、「無し」等）。また、項目「癌分化
度情報」に対応する情報は、癌の分化度を特定する癌分化度情報であり、例えば、癌分化
度マスタ５２５に格納されている情報である（図５では、「低分化型」等）。また、項目
「ＴＮＭ分類情報」に対応する情報は、癌の進行の度合いを判断するための癌の状態を特
定するＴＮＭ分類情報であり、例えば、ＵＩＣＣ（Ｕｎｉｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌｉｓ　Ｃｏｎｔｒａ　Ｃａｎｃｒｕｍ）の基準又はその他の基準を含む任意の基準に応
じて定められ得る情報であり、例えば、Ｔ因子としての癌の大きさ及び浸潤の情報、Ｎ因
子としての癌のリンパ節転移の情報、及びＭ因子としての癌の遠隔転移の情報を含む情報
である（図５では、胃癌について、Ｔ因子が「ＩＩＩ」であり且つＮ因子が「ＩＩＩ」で
あり且つＭ因子が「Ｉ」であることを特定する「Ｔ：３，Ｎ：３，Ｍ：１」等）。また、
項目「ステージ情報」に対応する情報は、癌の進行の度合いとして病期を特定するステー
ジ情報であり、例えば、ＵＩＣＣの基準又はその他の基準を含む任意の基準に応じて定め
られ得る情報である（図５では、「ステージＩＶ」等）。
【００４０】
　そして、このような癌状態情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子カ
ルテ装置２又は院内癌登録装置３から癌状態情報を取得して（受け付けて）格納したり、
ユーザが操作部１２を介して入力した癌状態情報を受け付けて格納したりする。
【００４１】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌情報
管理ＤＢ－癌治療情報）
　「癌治療情報」とは、薬剤関連情報であり、例えば、癌の治療内容の全般を特定する情
報であり、投与した薬剤に関連する情報を特定する情報である。図６は、癌治療情報を例
示した図である。この図６に示すように、癌治療情報は、例えば、項目「治療内容ＩＤ」
、項目「エピソードＩＤ」、項目「開始日情報」、項目「終了日情報」、項目「治療法情
報」、項目「治療目的情報」、及び項目「レジメン情報」と、各項目に対応する情報とを
、相互に関連付けて構成されている。なお、項目「エピソードＩＤ」に対応する情報は、
図５の同一名称の項目の情報と共通である。
【００４２】
　ここで、項目「治療内容ＩＤ」に対応する情報は、治療内容を一意に識別するための治
療内容ＩＤである（図６では、「ＩＤｔ１１」等）。また、項目「開始日情報」に対応す
る情報は、治療を開始した日付を特定する開始日情報（図６では、「２００８１２０１」
等）である。また、項目「終了日情報」に対応する情報は、治療を終了した日付を特定す
る終了日情報（図６では、「２００８１２１４」等）である。また、項目「治療法情報」
に対応する情報は、治療法を特定する治療法情報である（図６では、癌治療のための薬剤
剤を内服（つまり、経口）及び注射にて投与する「化学療法（経口、注射）」、及び癌治
療のための薬剤を注射にて投与する「化学療法（注射）」等）。また、項目「治療目的情
報」に対応する情報は、治療の目的を特定する治療目的情報である（図６では、癌のサイ
ズ又は範囲の縮小である「癌縮小」等）。また、項目「レジメン情報」に対応する情報は
、薬剤の組み合わせを特定するレジメン情報であり、例えば、レジメンマスタ５２６に格
納されている情報である（図６では、「テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム」
の薬剤名の略称である「Ｓ－１」と「シスプラチン」の薬剤名の略称である「ＣＤＤＰ」
との組み合わせである「Ｓ－１＋ＣＤＤＰ」等）。
【００４３】
　そして、このような癌治療情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子カ
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ルテ装置２又は院内癌登録装置３から癌治療情報を取得して（受け付けて）格納したり、
ユーザが操作部１２を介して入力した癌治療情報を受け付けて格納したりする。
【００４４】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－治療内
容情報管理ＤＢ）
　図２の治療内容情報管理ＤＢ５１４は、治療内容情報を格納する治療内容情報管理手段
である。「治療内容情報」とは、薬剤関連情報であり、例えば、癌の治療のために投与し
た内服用の薬剤を特定する治療内容情報であり、経口にて投与した薬剤に関連する情報を
特定する治療内容情報である。図７は、治療内容情報を例示した図である。この図７に示
すように、治療内容情報は、例えば、項目「処方歴ＩＤ」、項目「患者ＩＤ」、項目「処
方日情報」、項目「薬剤名情報」、項目「単位量情報」、項目「処方量情報」、及び項目
「用法情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成されている。なお、
項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一名称の項目の情報と共通である。
【００４５】
　ここで、項目「処方歴ＩＤ」に対応する情報は、治療のための薬剤に関する処方の指示
に関する情報を一意に識別する処方歴ＩＤである（図７では、「ＩＤｍ１」等）。また、
項目「処方日情報」に対応する情報は、処方の指示を行った日付を特定する処方日情報で
ある（図７では、「２００８１２０１」）等。また、項目「薬剤名情報」に対応する情報
は、処方の指示を行った薬剤の名称を特定する薬剤名情報であり、例えば、薬剤マスタ５
２７に格納されている情報である（図７では、「テガフール・ギメラシル・オテラシルカ
リウム」の薬剤名の略称である「Ｓ－１」等）。また、項目「単位量情報」に対応する情
報は、１回に経口にて投与するべき薬剤の量を特定する単位量情報である（図７では、１
錠を特定する「１」等）。また、項目「処方量情報」に対応する情報は、処方を支持され
た薬剤の量を特定する処方量情報である（図７では、２８錠を特定する「２８」等）。ま
た、項目「用法情報」に対応する情報は、薬剤の投与法（つまり、服用法）である用法を
特定する用法情報であり、例えば、用法マスタ５２８に格納されている情報である（図７
では、薬剤を投与するタイミングが、１日２回であって朝食直後及び夕食直後であること
を特定する「１日２回朝夕食直後」等）。
【００４６】
　そして、このような治療内容情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子
カルテ装置２から治療内容情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１
２を介して入力した治療内容情報を受け付けて格納したりする。
【００４７】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－副作用
情報管理ＤＢ）
　図２の副作用情報管理ＤＢ５１５は、副作用情報を格納する副作用情報管理手段である
。「副作用情報」とは、病気関連情報であり、例えば、患者に対して薬剤を投与したこと
による副作用を特定する副作用情報である。図８は、副作用情報を例示した図である。こ
の図８に示すように、副作用情報は、例えば、項目「副作用ＩＤ」、項目「エピソードＩ
Ｄ」、項目「副作用内容情報」、項目「グレード情報」、項目「発現日情報」、項目「ピ
ーク日情報」、及び項目「収束日情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付け
て構成されている。なお、項目「エピソードＩＤ」に対応する情報は、図５の同一名称の
項目の情報と共通である。
【００４８】
　ここで、項目「副作用ＩＤ」に対応する情報は、副作用に関する情報を一意に識別する
ための副作用ＩＤである（図８では、「ＩＤｓ１１」等）。また、項目「副作用内容情報
」に対応する情報は、副作用の内容を特定する副作用内容情報であり、例えば、副作用マ
スタ５２９が特定する情報である（図８では、嘔吐の症状を特定する「嘔吐」、及び副作
用が無いことを特定する「無し」等）。また、項目「グレード情報」に対応する情報は、
副作用の程度であるグレードを特定するグレード情報であり、例えば、副作用マスタ５２
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９に格納されている情報である（図８では、５段階のグレードのうちの軽い方から２段階
目を特定する「グレード２」等）。また、項目「発現日情報」に対応する情報は、副作用
の症状が発現した日付を特定する発現日情報である（図８では、「２００８１２０７」等
）。また、項目「ピーク日情報」に対応する情報は、副作用の症状がピークに達した日付
（つまり、副作用の症状が最悪であった日付）を特定するピーク日情報である（図８では
、「２００８１２０８」等）。また、項目「収束日情報」に対応する情報は、副作用の症
状が収束した日付を特定する収束日情報である（図８では、「２００８１２０９」等）。
【００４９】
　そして、このような副作用情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子カ
ルテ装置２から副作用情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１２を
介して入力した副作用情報を受け付けて格納したりする。
【００５０】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－治療効
果情報管理ＤＢ）
　図２の治療効果情報管理ＤＢ５１６は、治療効果情報を格納する治療効果情報管理手段
である。「治療効果情報」とは、病気関連情報であり、例えば、患者に対して行った治療
の効果を特定する治療効果情報である。図９は、治療効果情報を例示した図である。この
図９に示すように、治療効果情報は、例えば、項目「治療効果ＩＤ」、項目「エピソード
ＩＤ」、項目「効果判定情報」、項目「増悪再発部位情報」、及び項目「判定日情報」と
、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成されている。なお、項目「エピソー
ドＩＤ」に対応する情報は、図５の同一名称の項目の情報と共通である。
【００５１】
　ここで、項目「治療効果ＩＤ」に対応する情報は、治療効果に関する情報を一意に識別
するための治療効果ＩＤである（図９では、「ＩＤｅ１１」等）。また、項目「効果判定
情報」に対応する情報は、判定した治療効果を特定する効果判定情報であり、例えば、治
療効果マスタ５３０に格納されている情報である（図９では、癌が全部消失したことを特
定する「完全奏功」、癌が部分的に消失したことを特定する「部分奏功」、及び癌が消失
しなかったことを特定する「進行」等）。また、項目「増悪再発部位情報」に対応する情
報は、癌が増悪又は再発した部位を特定する増悪再発部位情報である（図９では、癌が増
悪又は再発した部位が無かったことを特定する「無し」、あるいは、癌が増悪又は再発し
た部位が甲状腺であることを特定する「甲状腺」等）。また、項目「判定日情報」に対応
する情報は、治療効果を判定した日付を特定する判定日情報である（図９では、「２００
８１２２０」等）。
【００５２】
　そして、このような治療効果情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子
カルテ装置２から治療効果情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１
２を介して入力した治療効果情報を受け付けて格納したりする。
【００５３】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－検査情
報管理ＤＢ）
　図２の検査情報管理ＤＢ５１７は、血液検査情報、バイタル検査情報、病理検査情報、
及び画像検査情報を格納する検査情報管理手段である。
【００５４】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－検査情
報管理ＤＢ－血液検査情報）
　「血液検査情報」とは、病気関連情報であって検査情報であり、例えば、患者に対して
行った血液検査に関する情報を特定する情報である。ここで、「血液検査」とは、患者の
血液を用いて行う検査であって、公知の項目を含む任意の項目についての検査である。図
１０は、血液検査情報を例示した図である。この図１０に示すように、血液検査情報は、
例えば、項目「血液検査ＩＤ」、項目「患者ＩＤ」、項目「検査日情報」、及び項目「血
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液検査情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成されている。なお、
項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一名称の項目の情報と共通である。
【００５５】
　ここで、項目「血液検査ＩＤ」に対応する情報は、血液検査に関する情報を一意に識別
するための血液検査ＩＤである（図１０では、「ＩＤｅｂ１１」等）。また、項目「検査
日情報」に対応する情報は、血液検査を行った日付を特定する検査日情報である（図１０
では、「２００８０９２０」等）。また、項目「血液検査情報」は、血液検査の項目と結
果とを特定する血液検査情報である（図１０では、赤血球（ＲＢＣ）の個数が約４２０万
個／μＬであること、及び血小板の個数が約１６万個／μＬであること等を特定する「Ｒ
ＢＣ（４２０），ＰＬＴ（１６）・・・」等）。
【００５６】
　そして、このような血液検査情報については、制御部１６が、通信部１１を介して電子
カルテ装置２から血液検査情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１
２を介して入力した血液検査情報を受け付けて格納したりする。なお、後述するバイタル
検査情報、病理検査情報、及び画像検査情報についても、同様にして格納することとする
。
【００５７】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－検査情
報管理ＤＢ－バイタル検査情報）
　「バイタル検査情報」とは、病気関連情報であって検査情報であり、例えば、患者に対
して行ったバイタル検査に関する情報を特定する情報である。ここで、「バイタル検査」
とは、患者のバイタルサインを測定する検査であって、公知の項目を含む任意の項目につ
いての検査である。図１１は、バイタル検査情報を例示した図である。この図１１に示す
ように、バイタル検査情報は、例えば、項目「バイタル検査ＩＤ」、項目「患者ＩＤ」、
項目「検査日情報」、及び項目「バイタル検査情報」と、各項目に対応する情報とを、相
互に関連付けて構成されている。なお、項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一
名称の項目の情報と共通であり、項目「検査日情報」に対応する情報は、図１０の同一名
称の項目の情報と共通である。
【００５８】
　ここで、項目「バイタル検査ＩＤ」に対応する情報は、バイタル検査に関する情報を一
意に識別するためのバイタル検査ＩＤである（図１１では、「ＩＤｅｖ１１」等）。また
、項目「バイタル検査情報」は、バイタル検査の項目と結果とを特定するバイタル検査情
報である（図１１では、体温（ＢＴ）が３７．５度であること、及び脈拍（ＰＲ）が６５
回／分であること等を特定する「ＢＴ（３７．５），ＰＲ（６５）・・・」等）。
【００５９】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－癌化学療法支援ＤＢ－検査情報管理Ｄ
Ｂ－病理検査情報）
　「病理検査情報」とは、病気関連情報であって検査情報であり、例えば、患者に対して
行った病理検査に関する情報を特定する情報である。ここで、「病理検査」とは、患者の
組織又は細胞を採取して採取した組織又は細胞を用いて癌であるか否かを判定する検査で
ある。図１２は、病理検査情報を例示した図である。この図１２に示すように、病理検査
情報は、例えば、項目「病理検査ＩＤ」、項目「患者ＩＤ」、項目「検査日情報」、及び
項目「病理検査情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成されている
。なお、項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一名称の項目の情報と共通であり
、項目「検査日情報」に対応する情報は、図１０の同一名称の項目の情報と共通である。
【００６０】
　ここで、項目「病理検査ＩＤ」に対応する情報は、病理検査に関する情報を一意に識別
するための病理検査ＩＤである（図１２では、「ＩＤｅｐ１１」等）。また、項目「病理
検査情報」は、病理検査での判定結果を特定する病理検査情報である（図１２では、判定
結果が癌であることを特定する「癌」、及び判定結果が癌でないことを特定する「非癌」
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）。
【００６１】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－検査情
報管理ＤＢ－画像検査情報）
　「画像検査情報」とは、病気関連情報であって検査情報であり、例えば、患者に対して
行った画像検査に関する情報を特定する情報である。ここで、「画像検査」とは、撮像の
ための装置であるレントゲン装置、ＣＴ装置、又はＭＲＩ装置等を用いて患者の患部を撮
像する検査である。図１３は、画像検査情報を例示した図である。この図１３に示すよう
に、画像検査情報は、例えば、項目「画像検査ＩＤ」、項目「患者ＩＤ」、項目「検査日
情報」、及び項目「画像検査情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構
成されている。なお、項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一名称の項目の情報
と共通であり、項目「検査日情報」に対応する情報は、図１０の同一名称の項目の情報と
共通である。
【００６２】
　ここで、項目「画像検査ＩＤ」に対応する情報は、画像検査に関する情報を一意に識別
するための画像検査ＩＤである（図１３では、「ＩＤｅｉ１１」等）。また、項目「画像
検査情報」は、画像検査で撮像した画像を特定する情報である（図１３では、ＭＲＩ装置
にて撮像した画像を特定するファイル名であり「Ｉｍ１１」等）。
【００６３】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－問診情
報管理ＤＢ）
　図２の問診情報管理ＤＢ５１８は、問診情報を格納する問診情報管理手段である。「問
診情報」とは、病気関連情報であり、例えば、患者に対して行った問診を特定する問診情
報である。図１４は、問診情報を例示した図である。この図１４に示すように、問診情報
は、例えば、項目「患者ＩＤ」、項目「患者病歴情報」、項目「家族病歴情報」、及び項
目「生活習慣情報」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成されている。
なお、項目「患者ＩＤ」に対応する情報は、図４の同一名称の項目の情報と共通である。
【００６４】
　ここで、項目「患者病歴情報」に対応する情報は、患者の病歴を特定する情報である（
図１４では、病歴に大腸癌があることを特定する「大腸癌」、及び病歴が無いことを特定
する「無し」等）。また、項目「家族病歴情報」に対応する情報は、患者の家族の病歴を
特定する情報である（図１４では、祖父の病歴が肝臓癌あることを特定する「祖父：肝臓
癌」、及び祖母の病歴が肺癌であることを特定する「祖母：肺癌」等）。また、項目「生
活習慣情報」に対応する情報は、患者の生活習慣を特定する情報である（図１４では、喫
煙の習慣が無く、且つ、一週間に１回程度の飲酒を行う習慣があり、且つ、一週間に２回
程度の運動を行う習慣があることを特定する「喫煙：無，飲酒：週１回程度，運動：週２
回程度」、及び喫煙の習慣が無く、且つ、毎日飲酒を行う習慣があり、且つ、運動を行う
習慣が無いことを特定する「喫煙：無，飲酒：毎日，運動：無」等）。
【００６５】
　そして、このような問診情報については、制御部１６が、通信部１１を介して問診情報
登録装置４から問診情報を取得して（受け付けて）格納したり、ユーザが操作部１２を介
して入力した問診情報を受け付けて格納したりする。
【００６６】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌分類
マスタ）
　図２の癌分類マスタ５２１とは、前述の支援手段であり、具体的には、図５の癌分類情
報の入力を支援するものである。この癌分類マスタ５２１の具体的な種類や構成は任意で
あるが、例えば、図５の癌分類情報に入力するべき情報を格納しており、当該格納してい
る情報を入力する情報の候補をユーザに提示し、ユーザが図１の操作部１２を介してこの
提示された情報を選択した場合に、選択された情報をユーザが入力した癌分類情報として
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癌化学療法支援装置１に入力するように構成されていることとして、以下説明する（なお
、本実施の形態における癌分類マスタ５２１以外の各マスタについても同様とする）。そ
して、この癌分類マスタ５２１は、任意の情報をユーザに提示し得るが、ここでは、例え
ば、国際疾病分類腫瘍学第３版の局在コード（ＩＣＤ－Ｏ－３－Ｔ）で特定する臓器・組
織の情報を基本とし、小児癌、及び黒色腫等を付加した情報、あるいは、医療に関する任
意の基準に則した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する情報の候補とし
てユーザに提示し得ることとする。具体的には、胃における癌である「胃癌」、及び肺に
おける癌である「肺癌」等を提示し得ることとする。
【００６７】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌マス
タ）
　図２の癌マスタ５２２とは、前述の支援手段であり、具体的には、図５の癌部位情報の
入力を支援するものである。そして、この癌マスタ５２２は、任意の情報をユーザに提示
し得るが、ここでは、例えば、国際疾病分類腫瘍学第３版の局在コード（ＩＣＤ－Ｏ－３
－Ｔ）で特定する臓器・組織の情報、及び（任意で）詳細部位の情報、あるいは、医療に
関する任意の基準に則した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する情報の
候補としてユーザに提示することとする。具体的には、胃の噴門である「胃・噴門」、胃
の胃底部である「胃・胃底部」、肺の上葉である「肺・上葉」、及び肺の中葉である「肺
・中葉」等を提示し得ることとする。
【００６８】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌組織
マスタ）
　図２の癌組織マスタ５２３とは、前述の支援手段であり、具体的には、図５の癌組織情
報の入力を支援するものである。そして、この癌組織マスタ５２３は、任意の情報をユー
ザに提示し得るが、ここでは、例えば、国際疾病分類腫瘍学第３版の形態コード（ＩＣＤ
－Ｏ－３－Ｍ）で特定する組織型の情報、及び（任意で）性状の情報、あるいは、医療に
関する任意の基準に則した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する情報の
候補としてユーザに提示することとする。具体的には、「管状腺癌」、「扁平上皮癌」、
及び「扁平上皮癌・微小浸潤性」等を提示し得ることとする。
【００６９】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌側性
マスタ）
　図２の癌側性マスタ５２４とは、前述の支援手段であり、具体的には、図５の癌側性情
報の入力を支援するものである。そして、この癌側性マスタ５２４は、任意の情報をユー
ザに提示し得るが、ここでは、例えば、がん登録等の推進に関する法律の如き病院内での
癌情報の登録に関する法律又は規則に対応する情報、あるいは、医療に関する任意の基準
に則した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する情報の候補としてユーザ
に提示することとする。具体的には、側性のある臓器において癌が右側に原発した場合の
「右側」、側性のある臓器において癌が左側に原発した場合の「左側」、及び側性のない
臓器において癌が原発した場合の「無し」等を提示し得ることとする。
【００７０】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－癌分化
度マスタ）
　図２の癌分化度マスタ５２５とは、前述の支援手段であり、具体的には、図５の癌分化
度情報の入力を支援するものである。そして、この癌分化度マスタ５２５は、任意の情報
をユーザに提示し得るが、ここでは、例えば、国際疾病分類腫瘍学第３版の形態コード（
ＩＣＤ－Ｏ－３－Ｍ）で特定する分化度の情報、あるいは、医療に関する任意の基準に則
した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する情報の候補としてユーザに提
示することとする。具体的には、分化度が高い方から低い方向に向かって、「高分化型」
、「中分化型」、「低分化型」、及び「未分化型」等を提示し得ることとする。
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【００７１】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－レジメ
ンマスタ）
　図２のレジメンマスタ５２６とは、前述の支援手段であり、具体的には、図６のレジメ
ン情報の入力を支援するものである。そして、このレジメンマスタ５２６は、任意の情報
をユーザに提示し得るが、ここでは、例えば、病院施設ごとに定められている任意の情報
、あるいは、医療に関する任意の基準に則した情報を格納しており当該格納されている情
報を入力する情報の候補としてユーザに提示することとする。具体的には、前述の「Ｓ－
１＋ＣＤＤＰ」、「ＣＤＤＰ」と「ペメトレキセド」の薬剤名の略称である「ＰＥＭ」と
の組み合わせである「ＣＤＤＰ＋ＰＥＭ」、及び「ＣＤＤＰ」と「ビノレルビン」の薬剤
名の略称である「ＶＮＲ」との組み合わせである「ＣＤＤＰ＋ＶＮＲ」等を提示し得る。
【００７２】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－薬剤マ
スタ）
　図２の薬剤マスタ５２７とは、前述の支援手段であり、具体的には、図７の薬剤名情報
の入力を支援するものである。そして、この薬剤マスタ５２７は、任意の情報をユーザに
提示し得るが、ここでは、例えば、医療情報システム開発センター（ＭＥＤＩＳ－ＤＣ）
が定める標準医薬品情報、あるいは、医療に関する任意の基準に則した情報を格納してお
り当該格納されている情報を入力する情報の候補としてユーザに提示することとする。具
体的には、前述の「Ｓ－１」等を提示し得る。
【００７３】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－用法マ
スタ）
　図２の用法マスタ５２８とは、前述の支援手段であり、具体的には、図７の用法情報の
入力を支援するものである。そして、この用法マスタ５２８は、任意の情報をユーザに提
示し得るが、ここでは、例えば、日本病院薬剤師会が定める標準用法用語集で特定する情
報、あるいは、医療に関する任意の基準に則した情報をユーザに格納しており当該格納さ
れている情報を入力する情報の候補として提示することとする。具体的には、前述の「１
日２回朝夕食直後」等を提示し得る。
【００７４】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－副作用
マスタ）
　図２の副作用マスタ５２９とは、前述の支援手段であり、具体的には、図８の副作用内
容情報及びグレード情報の入力を支援するものである。そして、この副作用マスタ５２９
は、任意の情報をユーザに提示し得るが、ここでは、例えば、有害事象共通用語規準ｖ４
．０日本語訳ＪＣＯＧ版（ＣＴＣＡＥｖ４．０－ＪＣＯＧ）で特定する情報、あるいは、
医療に関する任意の基準に則した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する
情報の候補としてユーザに提示することとする。具体的には、前述の「嘔吐」及び「グレ
ード２」等を提示し得る。
【００７５】
（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－記録部－癌化学療法支援ＤＢ－治療効
果マスタ）
　図２の治療効果マスタ５３０とは、前述の支援手段であり、具体的には、図９の効果判
定情報の入力を支援するものである。そして、この治療効果マスタ５３０は、任意の情報
をユーザに提示し得るが、ここでは、例えば、固形がんの治療効果判定のための新ガイド
ライン（ＲＥＣＩＳＴガイドライン）で特定する情報、あるいは、医療に関する任意の基
準に則した情報を格納しており当該格納されている情報を入力する情報の候補としてユー
ザに提示することとする。ここでは、例えば、前述の「完全奏功」、「部分奏功」、及び
「進行」等を提示し得る。
【００７６】
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（構成－医療機関システム－癌化学療法支援装置－制御部）
　図１の制御部１６は、癌化学療法支援装置１を制御する制御手段であり、具体的には、
ＣＰＵ、当該ＣＰＵ上で解釈実行される各種のプログラム（ＯＳなどの基本制御プログラ
ムや、ＯＳ上で起動され特定機能を実現するアプリケーションプログラムを含む）、及び
プログラムや各種のデータを格納するためのＲＡＭの如き内部メモリを備えて構成される
コンピュータである。特に、実施の形態に係る制御プログラムは、任意の記録媒体又はネ
ットワークを介して癌化学療法支援装置１にインストールされることで、制御部１６の各
部を実質的に構成する。
【００７７】
　制御部１６は、機能概念的に、癌化学療法管理部１６１、分析結果表示部１６２、及び
匿名化部１６３を備える。まず、癌化学療法管理部１６１は、医療情報を管理する管理手
段であり、特に、医療情報の入力を受け付ける受付手段である。また、分析結果表示部１
６２は、癌化学療法支援ＤＢ１５が格納している医療情報を出力する出力手段である。ま
た、匿名化部１６３は、患者情報を匿名化する匿名化手段である。なお、この制御部１６
の各部により行われる処理については後述する。
【００７８】
（構成－医療機関システム－電子カルテ装置）
　図１の電子カルテ装置２は、医療情報を管理する管理手段である。この電子カルテ装置
２の具体的な種類や構成は任意であり、特記する事項以外については公知の装置の構成を
用いるものとし、特に、癌化学療法支援装置１と通信可能に接続されており、例えば、ユ
ーザ側からの医療情報の入力を公知の手法（例えば、キーボード等の入力装置を介して、
あるいは、メモリカード等の情報記録媒体を介して）受け付けて自己の不図示の記録部に
格納し、必要に応じて、当該記録部に格納されている医療情報を癌化学療法支援装置１に
送信するように構成されていることとする（院内癌登録装置３及び問診情報登録装置４も
同様とする）。この電子カルテ装置２で取り扱われる医療情報については任意であるが、
例えば、医療情報の一部の情報のみ（例えば、病院施設情報の各情報、患者情報の各情報
、癌状態情報のステージ情報のみ、癌治療情報の治療法情報のみ、治療内容情報の薬剤名
情報のみ、副作用情報の副作用内容情報のみ、治療効果情報の効果判定情報のみ、各検査
情報）が取り扱われるように構成されていることとする。
【００７９】
（構成－医療機関システム－院内癌登録装置）
　図１の院内癌登録装置３は、医療情報を管理する管理手段である。この院内癌登録装置
３で取り扱われる医療情報については任意であるが、例えば、医療情報の一部の情報のみ
（例えば、癌状態情報の癌分類情報のみ、及び癌治療情報の治療法情報のみが取り扱われ
るように構成されていることとする。
【００８０】
（構成－医療機関システム－問診情報登録装置）
　図１の問診情報登録装置４は、医療情報を管理する管理手段である。この問診情報登録
装置４で取り扱われる医療情報については任意であるが、例えば、医療情報の一部の情報
のみ（例えば、問診情報の患者病歴情報のみ）が取り扱われるように構成されていること
とする。
【００８１】
（構成－サーバ装置）
　図１のサーバ装置６０１は、医療に関する支援を行う装置であり、具体的には、医療機
関システム１０１等からの医療情報を受信して管理する管理手段であり、例えば、通信部
６１、癌化学療法情報格納部６２、情報分析部６３、及び分析結果表示部６４を備える。
【００８２】
（構成－サーバ装置－通信部）
　通信部６１は、サーバ装置６０１に接続されている複数の医療機関システムの各癌化学
療法支援装置（以下、単に「各癌化学療法支援装置」とも称する）との間で通信を行う通
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信手段である。
【００８３】
（構成－サーバ装置－癌化学療法情報格納部）
　癌化学療法情報格納部６２は、各癌化学療法支援装置に格納されている医療情報と同様
な医療情報を格納する格納手段である。この癌化学療法情報格納部６２の具体的な種類や
構成は任意であるが、例えば、癌化学療法支援装置１の記録部１４と同様にして構成する
こともできる。そして、この癌化学療法情報格納部６２の医療情報については、例えば、
各癌化学療法支援装置が、自己が格納している各医療情報を定期的（例えば、１０時間～
１５時間毎等）にサーバ装置６０１に送信するように構成されていることとし、この定期
的に送信された医療情報を、通信部６１を介して受信することにより格納されることとす
る。
【００８４】
（構成－サーバ装置－情報分析部）
　情報分析部６３は、医療情報の入力を通信部６１を介して受け付ける受付手段であり、
また、癌化学療法情報格納部６２に格納されている医療情報の分析を行う分析手段である
。この情報分析部６３の具体的な種類や構成は任意であるが、例えば、癌化学療法支援装
置１の制御部１６と同様にして構成することもできる（後述の分析結果表示部６４も同様
とする）。そして、この情報分析部６３は、例えば、公知の統計分析を含む任意の分析を
行うように構成されていることとする。
【００８５】
（構成－サーバ装置－分析結果表示部）
　分析結果表示部６４は、癌化学療法情報格納部６２が格納している医療情報を出力する
出力手段であり、特に、情報分析部６３の分析結果を出力して表示する分析結果表示手段
である。そして、この分析結果表示部６４は、例えば、情報分析部６３の分析結果を、通
信部６１を介して各癌化学療法支援装置の表示部（つまり、癌化学療法支援装置１の表示
部１３等）を含む任意の表示部に表示出力するように構成されていることとする。
【００８６】
（処理）
　次に、このように構成される癌化学療法支援システム１００によって実行される情報格
納処理、情報送信処理、及び情報分析処理について説明する。
【００８７】
（処理－情報格納処理）
　図１５は、情報格納処理のフローチャートである（以下の各処理の説明ではステップを
「Ｓ」と略記する）。「情報格納処理」とは、医療情報を格納する処理であり、具体的に
は、癌化学療法支援装置１によって行われる処理である。この情報格納処理を実行するタ
イミングは任意であるが、例えば、図３～図１４に示す情報毎に、画面上のタブの選択操
作にて切り替えられる入力画面各々が図１の表示部１３に表示されるように構成されてい
ることとして、この表示された入力画面を介して行うユーザによる操作部１２の所定操作
によって任意のステップが任意の順序で実行されることとする。特に、ここでは、例えば
、病院施設情報が既に格納済である状態において、新たに患者情報を格納した上で、この
患者情報に対応する問診情報、癌状態情報、癌治療情報、治療内容情報、検査情報、副作
用情報、及び治療効果情報を格納する場合について説明する。また、ここでは、例えば、
説明の便宜上、ユーザが操作部１２を介して直接入力して格納する場合について説明する
。
【００８８】
　まず、図１５に示すように、ＳＡ１において癌化学療法管理部１６１は、患者情報を格
納する。具体的な手法は任意であるが、例えば、患者情報を入力するための患者情報入力
画面を表示部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの患者情報
の入力を受け付けて、受け付けた患者情報を図２の患者情報管理ＤＢ５１２に格納する。
ここでは、例えば、ユーザが図４の各情報のうちの患者ＩＤ以外の情報を入力した場合、
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癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受け付け、また、患者ＩＤとして
一意の情報を生成し、これらの受け付けた情報及び生成した患者ＩＤを相互に対応付けて
、一例としては、図４の最上段の情報を格納する。
【００８９】
　図１５に戻って、ＳＡ２において癌化学療法管理部１６１は、問診情報を格納する。具
体的な手法は任意であるが、例えば、問診情報を入力するための問診情報入力画面を表示
部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの問診情報の入力を受
け付けて、受け付けた問診情報を図２の問診情報管理ＤＢ５１８に格納する。ここでは、
例えば、ユーザが図１４の各情報のうちの患者ＩＤ以外の情報を入力した場合、癌化学療
法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受け付け、また、この受け付けた情報及び
ＳＡ１で生成して格納した患者ＩＤを相互に対応付けて、一例としては、図１４の最上段
の情報を格納する。
【００９０】
　図１５に戻って、ＳＡ３において癌化学療法管理部１６１は、癌状態情報を格納する。
具体的な手法は任意であるが、例えば、癌状態情報を入力するための癌状態情報入力画面
を表示部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの癌状態情報の
入力を受け付けて、受け付けた癌状態情報を図２の癌情報管理ＤＢ５１３に格納する。こ
こでは、例えば、ユーザが図５の各情報のうちのエピソードＩＤ及び患者ＩＤ以外の情報
を入力した場合、癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受け付け、また
、エピソードＩＤとして一意の情報を生成し、これらの受け付けた情報、生成したエピソ
ードＩＤ、及びＳＡ１で生成して格納した患者ＩＤを相互に対応付けて、一例としては、
図５の最上段の情報を格納する。特に、ユーザは、図５の情報のうちの、癌分類情報、癌
部位情報、癌組織情報、癌側性情報、及び癌分化度情報については、癌分類マスタ５２１
、癌マスタ５２２、癌組織マスタ５２３、癌側性マスタ５２４、及び癌分化度マスタ５２
５にアクセスして、アクセスした各マスタにて提示された候補から入力する情報を選択す
ることにより、入力するものとする。
【００９１】
　図１５に戻って、ＳＡ４において癌化学療法管理部１６１は、癌治療情報を格納する。
具体的な手法は任意であるが、例えば、癌治療情報を入力するための癌治療情報入力画面
を表示部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの癌治療情報の
入力を受け付けて、受け付けた癌治療情報を図２の癌情報管理ＤＢ５１３に格納する。こ
こでは、例えば、ユーザが図６の各情報のうちの治療内容ＩＤ及びエピソードＩＤ以外の
情報を入力した場合、癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受け付け、
また、治療内容ＩＤとして一意の情報を生成し、これらの受け付けた情報、生成した治療
内容ＩＤ、及びＳＡ３で生成して格納したエピソードＩＤを相互に対応付けて、一例とし
ては、図６の最上段の情報を格納する。特に、ユーザは、図６の情報のうちの、レジメン
情報については、レジメンマスタ５２６にアクセスして、アクセスしたレジメンマスタ５
２６にて提示された候補から入力する情報を選択することにより、入力するものとする。
【００９２】
　図１５に戻って、ＳＡ５において癌化学療法管理部１６１は、治療内容情報を格納する
。具体的な手法は任意であるが、例えば、治療内容情報を入力するための治療内容情報入
力画面を表示部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの治療内
容情報の入力を受け付けて、受け付けた治療内容情報を図２の治療内容情報管理ＤＢ５１
４に格納する。ここでは、例えば、ユーザが図７の各情報のうちの処方歴ＩＤ及び患者Ｉ
Ｄ以外の情報を入力した場合、癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受
け付け、また、処方歴ＩＤとして一意の情報を生成し、これらの受け付けた情報、生成し
た治療内容ＩＤ、及びＳＡ１で生成して格納した患者ＩＤを相互に対応付けて、一例とし
ては、図７の最上段の情報を格納する。特に、ユーザは、図７の情報のうちの、薬剤名情
報、及び用法情報については、薬剤マスタ５２７、及び用法マスタ５２８にアクセスして
、アクセスした各マスタにて提示された候補から入力する情報を選択することにより、入
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力するものとする。
【００９３】
　図１５に戻って、ＳＡ６において癌化学療法管理部１６１は、検査情報を格納する。具
体的な手法は任意であるが、例えば、検査情報を入力するための検査情報入力画面を表示
部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの検査情報の入力を受
け付けて、受け付けた検査情報を図２の検査情報管理ＤＢ５１７に格納する。ここでは、
例えば、ユーザが図１０の各情報のうちの血液検査ＩＤ及び患者ＩＤ以外の情報を入力し
た場合、癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受け付け、また、血液検
査ＩＤとして一意の情報を生成し、これらの受け付けた情報、生成した血液検査ＩＤ、及
びＳＡ１で生成して格納した患者ＩＤを相互に対応付けて、一例としては、図１０の最上
段の情報を格納する。なお、図１１～図１３の各情報についても、図１０の各情報と同様
にして格納する。
【００９４】
　図１５に戻って、ＳＡ７において癌化学療法管理部１６１は、副作用情報を格納する。
具体的な手法は任意であるが、例えば、副作用情報を入力するための副作用情報入力画面
を表示部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの副作用情報の
入力を受け付けて、受け付けた副作用情報を図２の副作用情報管理ＤＢ５１５に格納する
。ここでは、例えば、ユーザが図８の各情報のうちの副作用ＩＤ及びエピソードＩＤ以外
の情報を入力した場合、癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各情報を受け付け
、また、副作用ＩＤとして一意の情報を生成し、これらの受け付けた情報、生成した副作
用ＩＤ、及びＳＡ３で生成して格納したエピソードＩＤを相互に対応付けて、一例として
は、図８の最上段の情報を格納する。特に、ユーザは、図９の情報のうちの、副作用内容
情報、及びグレード情報については、副作用マスタ５２９にアクセスして、アクセスした
副作用マスタ５２９にて提示された候補から入力する情報を選択することにより、入力す
るものとする。
【００９５】
　図１５に戻って、ＳＡ８において癌化学療法管理部１６１は、治療効果情報を格納する
。具体的な手法は任意であるが、例えば、治療効果情報を入力するための治療効果情報入
力画面を表示部１３に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの治療効
果情報の入力を受け付けて、受け付けた治療効果情報を図２の治療効果情報管理ＤＢ５１
６に格納する。ここでは、例えば、ユーザが図９の各情報のうちの治療効果ＩＤ及びエピ
ソードＩＤ以外の情報を入力した場合、癌化学療法管理部１６１は、ユーザが入力した各
情報を受け付け、また、治療効果ＩＤとして一意の情報を生成し、これらの受け付けた情
報、生成した治療効果ＩＤ、及びＳＡ３で生成して格納したエピソードＩＤを相互に対応
付けて、一例としては、図９の最上段の情報を格納する。特に、ユーザは、図９の情報の
うちの、効果判定情報については、治療効果マスタ５３０にアクセスして、アクセスした
治療効果マスタ５３０にて提示された候補から入力する情報を選択することにより、入力
するものとする。そして、このように、例えば、癌化学療法支援装置１においては、化学
療法を行ったか否か等の大雑把な情報のみではなく、前述の医療情報を各マスタに基づい
て精緻且つ表現のゆらぎなしで格納することができるので、治療の質を医療分野全体にお
いて向上させることが可能となる。これにて、情報格納処理を終了する。
【００９６】
　なお、前述の情報格納処理においては、医療情報のうちの任意の情報については、病気
の治療の推移に沿って格納することもできるが、この場合、以下のようにして格納するこ
ともできる。ここでは、一例として、図６～図１３の情報を、病気の治療の推移に沿って
格納する場合と、図５の情報を病気の治療の推移に沿って格納する場合について説明する
。
【００９７】
　まず、図６～図１３の情報を、病気の治療の推移に沿って格納する場合について説明す
る。例えば、図４～図１４の最上段の情報が既に格納されている場合において、図６の癌
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治療情報（具体的には、上側から２段目の各情報）を格納する場合を例示して説明する。
【００９８】
　具体的には、まず、癌化学療法管理部１６１は、情報を編集する患者を選択させるため
の選択画面であって、格納されている患者情報の一覧が表示される選択画面を表示部１３
に表示させた上で、操作部１２を介して行われるユーザからの、編集の対象となる患者の
選択を受け付ける。次に、癌化学療法管理部１６１は、図１５のＳＡ４の場合と同様にし
て、例えば、癌治療情報を入力するための癌治療情報入力画面を表示部１３に表示させた
上で、操作部１２を介して行われるユーザからの癌治療情報の入力を受け付けて、また、
治療内容ＩＤとして一意の情報を生成し、図４の患者情報を参照して、前述の編集の対象
となる患者の選択についてのユーザからの入力に対応する患者ＩＤを特定し、次に、図５
の癌状態情報を参照して、当該特定した患者ＩＤに対応するエピソードＩＤを特定し、生
成した治療内容ＩＤ、特定したエピソードＩＤ、及び受け付けた癌治療情報を相互に対応
付けて、図２の癌情報管理ＤＢ５１３に格納する。ここでは、例えば、ユーザが、編集の
対象となる患者として、図４の最上段の情報が特定する患者を選択した場合において、図
６の上段から２段目における治療内容ＩＤ及びエピソードＩＤ以外の各情報を入力した場
合、癌化学療法管理部１６１は、例えば、治療内容ＩＤとして「ＩＤｔ１２」を生成し、
図４の患者情報を参照して、前述の編集の対象となる患者の選択についてのユーザからの
入力に対応する患者ＩＤとして「ＩＤｐ１」を特定し、次に、図５の癌状態情報を参照し
て、当該特定した患者ＩＤである「ＩＤｐ１」に対応するエピソードＩＤとして「ＩＤｅ
１」を特定し、生成した治療内容ＩＤである「ＩＤｔ１２」、特定したエピソードＩＤで
ある「ＩＤｅ１」、及び受け付けた各情報を互いに対応付けて、一例としては、図６の上
側から２段目の情報を格納する。
【００９９】
　次に、図５の情報を、病気の治療の推移に沿って格納する場合について説明する。例え
ば、図５の最上段の情報が既に格納されている場合において、この格納されている情報に
対応付けて更に（不図示の）情報を格納する場合を例示して説明する。
【０１００】
　具体的には、まず、癌化学療法管理部１６１は、図６～図１３の情報を病気の治療の推
移に沿って格納する場合と同様にして、情報を編集する患者を選択させるための選択画面
であって、格納されている患者情報の一覧が表示される選択画面を表示部１３に表示させ
た上で、操作部１２を介して行われるユーザからの、編集の対象となる患者の選択を受け
付ける。次に、癌化学療法管理部１６１は、図１５のＳＡ３の場合と同様にして、例えば
、癌状態情報を入力するための癌状態情報入力画面を表示部１３に表示させた上で、操作
部１２を介して行われるユーザからの癌状態情報の入力を受け付けて、また、エピソード
ＩＤとして一意の情報を生成し、図４の患者情報を参照して、前述の編集の対象となる患
者の選択についてのユーザからの入力に対応する患者ＩＤを特定し、前述の生成したエピ
ソードＩＤ、特定した患者ＩＤ、及び受け付けた癌状態情報を相互に対応付けて、図２の
癌情報管理ＤＢ５１３に格納する。ここでは、例えば、ユーザが、編集の対象となる患者
として、図４の最上段の情報が特定する患者を選択した場合において、図５のエピソード
ＩＤ及び患者ＩＤ以外の情報として不図示の所定の情報を入力した場合、癌化学療法管理
部１６１は、例えば、エピソードＩＤとして「ＩＤｅ１２」を生成し、図４の患者情報を
参照して、前述の編集の対象となる患者の選択についてのユーザからの入力に対応する患
者ＩＤとして「ＩＤｐ１」を特定し、図５において、生成したエピソードＩＤである「Ｉ
Ｄｅ１２」、特定した患者ＩＤである「ＩＤｐ１」、及び受け付けた不図示の所定の情報
を互いに対応付けて、癌状態情報として格納する。
【０１０１】
（処理－情報送信処理）
　図１６は、情報送信処理のフローチャートである。「情報送信処理」とは、医療情報を
送信する処理であり、具体的には、癌化学療法支援装置１からサーバ装置６０１に医療情
報を送信する処理であって、癌化学療法支援装置１によって行われる処理である。この情
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報送信処理を実行するタイミングは任意であるが、例えば、癌化学療法支援装置１の電源
をオンした後に所定時間（例えば、１０時間～１５時間等）毎に繰り返し起動されて実行
されるものとして、情報送信処理が起動されたところから説明する。
【０１０２】
　まず、図１６に示すように、ＳＢ１において癌化学療法管理部１６１は、医療情報を送
信するか否かを判定する。具体的な手法は任意であるが、例えば、癌化学療法支援ＤＢ１
５に格納されている医療情報の各情報について、送信済であるか未送信であるかを識別す
るための識別子が対応付けられていることとして、この識別子に基づいて判定する。そし
て、識別子に着目して、癌化学療法支援ＤＢ１５に格納されている医療情報が全て送信済
であるものと判定した場合には、医療情報を送信しないものと判定し（ＳＢ１のＮＯ）、
医療情報を送信するものと判定するまで、繰り返しＳＢ１を実行する。また、識別子に着
目して、癌化学療法支援ＤＢ１５に格納されている医療情報が全て送信済であるわけでは
ないものと判定した場合（つまり、癌化学療法支援ＤＢ１５に格納されている医療情報に
おいて未送信の医療情報が存在しているものと判定した場合）には、医療情報を送信する
ものと判定し（ＳＢ１のＹＥＳ）、ＳＢ２に移行する。ここでは、例えば、前述の色別子
が、図５～図１４の最上段の情報が送信済でないことを識別している場合、医療情報を送
信するものと判定する。
【０１０３】
　図１６に戻って、ＳＢ２において分析結果表示部１６２は、医療情報を送信する。具体
的な手法は任意であるが、分析結果表示部１６２は、まず、例えば、識別子に着目して、
癌化学療法支援ＤＢ１５に格納されている医療情報のうちの送信済でない情報を特定し、
特定した情報を取得し、また、図３の病院施設情報及び図４の患者情報を取得し、取得し
たこれらの情報を対応付ける。次に、匿名化部１６３は、患者又は患者の親族のプライバ
シー保護の観点から、これらの対応付けた情報に含まれる患者情報にて患者を特定できな
いように、図４の患者情報の任意の情報（少なくとも氏名情報、及び任意で住所情報の一
部（例えば、番地等））をマスクする（つまり、隠す）。次に、分析結果表示部１６２は
、前述の対応付けた情報を（なお、図４の患者情報については前述のようにして任意の情
報をマスクした状態で）、通信部１１を介してサーバ装置６０１に送信出力する。ここで
は、例えば、図５～図１４の最上段の情報を取得し、また、図３及び図４の最上段の情報
取得し、これらの取得したこれらの情報を対応付けて、一例としては図４の氏名情報をマ
スクして送信する。一方、サーバ装置６０１の情報分析部６３は、この癌化学療法管理部
１６１からの情報を、通信部６１を介して受信し、受信した情報を癌化学療法情報格納部
６２に格納する。ここでは、例えば、図３～図１４の最上段の情報（図４の氏名情報につ
いてはマスクされた状態）を受信して格納する。これにて、情報送信処理を終了する。
【０１０４】
（処理－情報分析処理）
　図１７は、情報分析処理のフローチャートである。「情報分析処理」とは、医療情報を
分析する処理であり、例えば、癌化学療法支援装置１側からの要求に応じて、サーバ装置
６０１側にて各病院施設からの医療情報を分析する処理である。この情報分析処理を実行
するタイミングは任意であるが、例えば、ユーザによる癌化学療法支援装置１の操作部１
２へ分析要求操作が行われた場合に起動されて実行されるものとして、情報分析処理が起
動されたところから説明する。ここで、「分析要求操作」とは、ユーザによって行われる
操作であり、具体的には、医療情報について任意の分析を行うことを要求するための操作
であるが、ここでは、例えば、「分析要求操作」が、図５の癌状態情報を基準に医療情報
の各情報をクロス集計して、公知の統計処理を含む任意の統計処理を行い、当該統計処理
の結果を要求する操作である場合について説明する。
【０１０５】
　まず、図１７に示すように、ＳＣ１において癌化学療法支援装置１の分析結果表示部１
６２は、医療情報を分析する要求である分析要求を送信する。具体的な処理は任意である
が、例えば、情報分析処理の起動時の「分析要求操作」にて図５の癌状態情報のうちうち
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の分析の基準とするエピソードＩＤが指定されていることとし、図５にてこの指定されて
いるエピソードＩＤに対応付けられている各情報（具体的には、図５の各情報のうちのエ
ピソードＩＤ及び患者ＩＤ以外の全ての情報（以下、「分析要求における癌の情報」と称
する））を取得し、取得した各情報を含む分析要求を生成し、生成した分析要求を、通信
部１１を介してサーバ装置６０１に送信する。ここでは、例えば、「分析要求操作」にて
「ＩＤｅ１」が指定されている場合、図５の最上段の情報のうちの「ＩＤｅ１」及び「Ｉ
Ｄｐ１」以外の全ての情報を取得し、取得した各情報を含む分析要求を生成して送信する
。
【０１０６】
　図１７に戻って、一方、ＳＤ１においてサーバ装置６０１の情報分析部６３は、分析要
求を受信する。具体的な処理は任意であるが、例えば、癌化学療法支援装置１からの分析
要求を、通信部６１を介して受信する。ここでは、例えば、図５の最上段の情報のうちの
「ＩＤｅ１」及び「ＩＤｐ１」以外の全ての情報を含む分析要求を受信する。
【０１０７】
　図１７に戻って、ＳＤ２においてサーバ装置６０１の情報分析部６３は、情報分析を行
う。具体的な処理は任意であるが、例えば、ＳＤ１で受信した分析要求に基づいて情報分
析を行う。詳細には、ＳＤ１で受信した分析要求から「分析要求における癌の情報」を取
得し、取得した「分析要求における癌の情報」と同一又は類似する情報を含む癌状態情報
を、癌化学療法情報格納部６２の全ての医療情報から取得し、取得した医療情報に関して
各情報毎（つまり、癌治療情報毎等の全ての情報毎）に集計して任意の統計処理を行う。
ここでは、例えば、、図５の最上段の情報のうちの「ＩＤｅ１」及び「ＩＤｐ１」以外の
全ての情報と同一又は類似する情報を含む癌状態情報を、癌化学療法情報格納部６２の全
ての医療情報から取得し、取得した医療情報に関して集計及び統計処理を行う。
【０１０８】
　図１７に戻って、ＳＤ３においてサーバ装置６０１の分析結果表示部６４は、分析結果
を送信する。具体的な処理は任意であるが、例えば、ＳＤ２での統計処理の結果を取得し
、取得した当該結果を、通信部６１を介してＳＤ１で受信した分析要求を送信した癌化学
療法支援装置１に、分析結果として送信して出力する。ここでは、例えば、ＳＤ２での統
計結果を、癌化学療法支援装置１に分析結果として送信する。
【０１０９】
　図１７に戻って、一方、ＳＣ２において癌化学療法支援装置１の分析結果表示部１６２
は、分析結果を受信する。具体的な処理は任意であるが、例えば、サーバ装置６０１から
の分析結果を、通信部１１を介して受信する。ここでは、例えば、「分析要求における癌
の情報」に関する分析結果を受信する。
【０１１０】
　図１７に戻って、ＳＣ３において癌化学療法支援装置１の分析結果表示部１６２は、分
析結果を表示する。具体的な処理は任意であるが、例えば、ＳＣ２において受信した分析
結果を、図１の表示部１３に画像情報として表示して出力する。ここでは、例えば、「分
析要求における癌の情報」に関する分析結果を、表示部１３にテキスト情報、あるいは、
グラフ等の図面情報として表示する。これにて、情報分析処理を終了する。
【０１１１】
（実施の形態の効果）
　このように本実施の形態によれば、病気関連情報と薬剤関連情報とを少なくとも含む医
療情報を出力することにより、例えば、医療従事者が、病気に関する情報と病気の治療の
ために用いられた薬剤に関する情報とを対応付けて把握することができるので、病気の治
療のために適切な薬剤を、医療従事者各々の属人的な経験によらず一律に把握することが
でき、治療の質を医療分野全体において向上させることが可能となる。特に、病気の治療
の推移に沿った情報として医療情報を受け付けることにより、例えば、医療従事者は、病
気の治療の推移の各段階において適切な薬剤を、医療従事者各々の属人的な経験によらず
一律に把握することができるので、治療の質を医療分野全体において一層向上させること
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が可能となる。
【０１１２】
　また、薬剤関連情報が、患者に投与した薬剤に関する情報を含む情報であり、また、病
気関連情報が、患者に対して薬剤を投与したことによる副作用に関する情報を含む情報で
あることにより、例えば、医療従事者が、薬剤の投与による副作用を考慮して、病気の治
療に適切な薬剤を把握することができるので、患者の治療の負担を軽減することができ、
治療の質を医療分野全体においてより一層向上させることが可能となる。
【０１１３】
　また、癌化学療法支援ＤＢ１５の各マスタを用いてユーザが入力した医療情報を受け付
けることにより、例えば、所定の基準に基づいて医療情報を格納することができるので、
癌化学療法支援ＤＢ１５に格納されている情報に表現のゆらぎが発生するのを防止して、
あらゆる医療従事者が容易に利用することが可能な医療情報を出力することが可能となる
。
【０１１４】
（従来の一般的な電子カルテシステムと本願の医療支援システムとの比較について）
　また、従来の一般的な電子カルテシステムについては、診療の記録としての処方歴や治
療経過が、全て散文的なテキスト情報として（つまり、本願の癌化学療法支援ＤＢ１５で
の情報格納の手法とは全く異なる手法にて）格納されていたので、病気の状態と処方され
た薬剤や当該薬剤によって出現した副作用等の時間的な変化（つまり、病気の治療の推移
に沿った変化）を定量的に分析することが困難であった。また、従来の一般的な電子カル
テシステムについては、診療の記録の記述形式や情報の粒度が統一されておらず、情報記
録者に依存していたために、様々な記述形式や粒度の情報が混在しており、情報の分析に
は不向きとなっていた。これに対して、本願の医療支援システムについては、少なくとも
癌化学療法支援ＤＢ１５を備えているので、病気の状態と処方された薬剤や当該薬剤によ
って出現した副作用等の時間的な変化を、定量的に容易に分析することできる。
【０１１５】
（医療情報の役割について）
　また、一般的に、患者の属性、癌の種類、癌の状態、薬剤又はレジメンの種類、及び薬
剤の用法又は容量等の組合せは、数億通りを超える可能性があるために、これらの組み合
わせ全てを患者の治療のために１つずつ検討して、患者に最適な薬剤の候補を提示するこ
とは実質的には困難であったが、本願の医療支援システムを用いて、癌化学療法支援ＤＢ
１５等の情報を考慮して、前述の情報分析処理を行うことにより、患者に最適な薬剤の候
補を容易に提示することができる。また、治療効果と副作用とは、トレードオフになるこ
とが一般的であり、患者の治療のために薬剤の投与に関する限界（例えば、限界の投与量
等）を定量的に提示するためには、大量の治療効果のデータと副作用のデータとに基づい
て統計解析を行うことが不可欠であるが、本願の医療支援システムを用いて、癌化学療法
支援ＤＢ１５等の情報を考慮して、前述の情報分析処理を行うことにより、患者の治療の
ために薬剤の投与に関する限界を定量的に提示することができ、治療時に出現する副作用
の予測とその対応方法の準備を行うことができる。
【０１１６】
〔実施の形態に対する変形例〕
　以上、本発明に係る実施の形態について説明したが、本発明の具体的な構成及び手段は
、特許請求の範囲に記載した各発明の技術的思想の範囲内において、任意に改変及び改良
することができる。以下、このような変形例について説明する。
【０１１７】
（解決しようとする課題や発明の効果について）
　まず、発明が解決しようとする課題や発明の効果は、上述の内容に限定されるものでは
なく、発明の実施環境や構成の詳細に応じて異なる可能性があり、上述した課題の一部の
みを解決したり、上述した効果の一部のみを奏したりすることがある。
【０１１８】
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（分散や統合について）
　また、上述した構成は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示の如く構成され
ていることを要しない。すなわち、各部の分散や統合の具体的形態は図示のものに限られ
ず、その全部または一部を、任意の単位で機能的または物理的に分散又は統合して構成で
きる。本出願における「システム」とは、複数の装置によって構成されたものに限定され
ず、単一の装置によって構成されたものを含む。また、本出願における「装置」とは、単
一の装置によって構成されたものに限定されず、複数の装置によって構成されたものを含
む。具体的には、図１の医療機関システム１０１の各装置の１つ以上の装置の機能を、相
互に通信できるように病院施設内外に配置された１つのみの装置に実装して実現してもよ
く、あるいは、分散配置された複数のクラウドコンピュータに実装して実現してもよい。
【０１１９】
（情報の入力等について）
　また、上記実施の形態の電子カルテ装置２、院内癌登録装置３、又は問診情報登録装置
４に、各マスタにて提示される情報が格納されるように、これらの各装置に対して各マス
タを設けて、当該設けた各マスタを用いて各装置に情報を格納するように構成してもよい
。また、上記実施の形態の電子カルテ装置２、院内癌登録装置３、又は問診情報登録装置
４について、実施の形態で示した一部の医療情報に加えて、あるいは、当該当該情報に代
えて、他の医療情報を取り扱うように構成してもよい。また、電子カルテ装置２、院内癌
登録装置３、又は問診情報登録装置４にて取り扱われている各情報が、図１の癌化学療法
支援装置１に格納されている医療情報と同様な情報であるが表現にばらつきがある場合に
は、癌化学療法支援ＤＢ１５の各マスタ（癌分類マスタ５２１等）を用いて各マスタにて
提示される情報に変換し、変換した情報を格納するように構成してもよい。
【０１２０】
（情報分析処理について）
　また、上記実施の形態においては、図１７の情報格納処理において、サーバ装置６０１
側にて医療情報を分析する場合について説明したが、分析結果表示部１６２が、癌化学療
法支援装置１に格納されている医療情報を分析して、分析結果を表示部１３に表示するよ
うに構成してもよい。また、分析結果表示部１６２が、ユーザからの要求に応じて、分析
を行わずに、癌化学療法支援装置１に格納されている医療情報を、単に表示して出力した
り、ソートしたに表示して出力したりしてもよい。
【０１２１】
（医療情報について（その１））
　また、上記実施の形態の医療情報（図３～図１４）について、実施の形態で説明した各
ＤＢとは異なる各ＤＢに格納するように構成してもよい。例えば、図６の癌治療情報を図
２の治療内容情報管理ＤＢ５１４に格納したり、あるいは、図２の患者情報管理ＤＢ５１
２と問診情報管理ＤＢ５１８とを統合して１つのＤＢとした上で、図４の患者情報及び図
１４の問診情報を当該１つのＤＢに格納したりしてもよい。
【０１２２】
（医療情報について（その２））
　また、上記実施の形態の図５の癌状態情報におけるＴＮＭ分類情報及びステージ情報に
ついて、手術前のＴＮＭ分類情報及びステージ情報と、手術後のＴＮＭ分類情報及びステ
ージ情報に分けて格納してもよい。
【０１２３】
（医療支援システムの解釈について）
　また、上記実施の形態では、癌化学療法支援装置１を「医療支援システム」と解釈する
場合について説明したが、これに限らない。例えば、癌化学療法支援システム１００、医
療機関システム１０１、又は、サーバ装置６０１を「医療支援システム」と解釈してもよ
い。
（特徴について）
　また、上記実施の形態の特徴及び変形例の特徴を任意に組合わせてもよい。
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【０１２４】
（付記）
　付記１の医療支援システムは、病気に関する情報である病気関連情報と前記病気の治療
のために用いられた薬剤に関する情報である薬剤関連情報とを少なくとも含む医療情報の
入力を受け付ける受付手段と、前記受付手段が受け付けた前記医療情報を格納する格納手
段と、前記格納手段が格納した前記医療情報を出力する出力手段と、を備え、前記受付手
段は、前記病気の治療の推移に沿った情報として前記医療情報を受け付ける。
【０１２５】
　付記２の医療支援システムは、付記１に記載の医療支援システムにおいて、前記薬剤関
連情報は、患者に投与した薬剤に関する情報を含む情報であり、前記病気関連情報は、患
者に対して薬剤を投与したことによる副作用に関する情報を含む情報である。
【０１２６】
　付記３の医療支援システムは、付記１又は２に記載の医療支援システムにおいて、ユー
ザが前記医療情報を入力するのを支援するための支援手段、を備え、前記受付手段は、前
記支援手段を用いて前記ユーザが入力した前記医療情報を受け付ける。
【０１２７】
　付記４の医療支援プログラムは、医療支援プログラムであって、コンピュータを、病気
に関する情報である病気関連情報と前記病気の治療のために用いられた薬剤に関する情報
である薬剤関連情報とを少なくとも含む医療情報の入力を受け付ける受付手段と、前記受
付手段が受け付けた前記医療情報を格納する格納手段が格納した前記医療情報を出力する
出力手段と、として機能させ、前記受付手段は、前記病気の治療の推移に沿った情報とし
て前記医療情報を受け付ける。
【０１２８】
（付記の効果）
　付記１に記載の医療支援システムによれば、病気関連情報と薬剤関連情報とを少なくと
も含む医療情報を出力することにより、例えば、医療従事者が、病気に関する情報と病気
の治療のために用いられた薬剤に関する情報とを対応付けて把握することができるので、
病気の治療のために適切な薬剤を、医療従事者各々の属人的な経験によらず一律に把握す
ることができ、治療の質を医療分野全体において向上させることが可能となる。特に、病
気の治療の推移に沿った情報として医療情報を受け付けることにより、例えば、医療従事
者は、病気の治療の推移の各段階において適切な薬剤を、医療従事者各々の属人的な経験
によらず一律に把握することができるので、治療の質を医療分野全体において一層向上さ
せることが可能となる。
【０１２９】
　付記２に記載の医療支援システムによれば、薬剤関連情報が、患者に投与した薬剤に関
する情報を含む情報であり、また、病気関連情報が、患者に対して薬剤を投与したことに
よる副作用に関する情報を含む情報であることにより、例えば、医療従事者が、薬剤の投
与による副作用を考慮して、病気の治療に適切な薬剤を把握することができるので、患者
の治療の負担を軽減することができ、治療の質を医療分野全体においてより一層向上させ
ることが可能となる。
【０１３０】
　付記３に記載の医療支援システムによれば、支援手段を用いてユーザが入力した医療情
報を受け付けることにより、例えば、所定の基準に基づいて医療情報を格納することがで
きるので、格納手段に格納されている情報に表現のゆらぎが発生するのを防止して、あら
ゆる医療従事者が容易に利用することが可能な医療情報を出力することが可能となる。
【０１３１】
　付記４に記載の医療支援プログラムによれば、病気関連情報と薬剤関連情報とを少なく
とも含む医療情報を出力することにより、例えば、医療従事者が、病気に関する情報と病
気の治療のために用いられた薬剤に関する情報とを対応付けて把握することができるので
、病気の治療のために適切な薬剤を、医療従事者各々の属人的な経験によらず一律に把握
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することができるので、治療の質を医療分野全体において向上させることを可能となる。
特に、病気の治療の推移に沿った情報として医療情報を受け付けることにより、例えば、
医療従事者は、病気の治療の推移の各段階において適切な薬剤を、医療従事者各々の属人
的な経験によらず一律に把握することができるので、治療の質を医療分野全体において一
層向上させることを可能となる。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　癌化学療法支援装置
　２　電子カルテ装置
　３　院内癌登録装置
　４　問診情報登録装置
　１１　通信部
　１２　操作部
　１３　表示部
　１４　記録部
　１５　癌化学療法支援ＤＢ
　１６　制御部
　６１　通信部
　６２　癌化学療法情報格納部
　６３　情報分析部
　６４　分析結果表示部
　１００　癌化学療法支援システム
　１０１　医療機関システム
　１６１　癌化学療法管理部
　１６２　分析結果表示部
　１６３　匿名化部
　５１１　病院施設情報管理ＤＢ
　５１２　患者情報管理ＤＢ
　５１３　癌情報管理ＤＢ
　５１４　治療内容情報管理ＤＢ
　５１５　副作用情報管理ＤＢ
　５１６　治療効果情報管理ＤＢ
　５１７　検査情報管理ＤＢ
　５１８　問診情報管理ＤＢ
　５２１　癌分類マスタ
　５２２　癌マスタ
　５２３　癌組織マスタ
　５２４　癌側性マスタ
　５２５　癌分化度マスタ
　５２６　レジメンマスタ
　５２７　薬剤マスタ
　５２８　用法マスタ
　５２９　副作用マスタ
　５３０　治療効果マスタ
　６０１　サーバ装置
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